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給食費無償も要因の財政逼迫
（経常収支比率悪化）への対処は

町民とお客様のご負担も。既定
路線で財政運営指針に則り進む

岸
き し

　野
の

　雅
ま さ

　人
と

（文責）

質問
観
光
の
町
、
対
応
す
る
に

も
お
金
が
必
要
。
財
政
面

か
ら
「
経
常
収
支
比
率
」
を
悪
化

さ
せ
た
要
因
「
給
食
費
無
償
化
」

を
検
証
す
る
。

答弁
給
食
費
無
償
化
は
人
口
減

少
中
、
子
育
て
世
代
支
援

の
取
組
。
多
く
の
子
育
て
家
庭
か

ら
「
良
か
っ
た
」
と
の
声
を
聞
く
。

今
後
も
続
け
た
い
。

　
ふ
る
さ
と
納
税
は
町
の
財
産
だ

が
、
倍
増
計
画
を
成
し
遂
げ
た
の

で
そ
こ
か
ら
充
て
た
。

質問
多
く
の
「
良
か
っ
た
」
は

当
り
前
。
払
わ
な
く
て
良

い
の
だ
か
ら
。
ふ
る
さ
と
納
税
は

何
倍
に
な
っ
て
も
町
民
の
財
産
。

　
「
税
金
を
た
だ
に
」
で
、
皆
の

「
良
か
っ
た
」
も
、
結
局
「
そ
れ

じ
ゃ
困
る
」
っ
て
お
話
。

　
仮
に
私
が
嫌
わ
れ
よ
う
と
、
こ

の
政
策
の
考
え
方
は
財
政
的
に
如

何
が
な
も
の
か
、
問
う
。

答弁
こ
れ
ま
で
、
社
人
研
の
推

計
値
を
上
回
る
社
会
増
で
、

緩
や
か
な
人
口
減
少
と
な
り
、
移

住
者
も
令
和
２
年
か
ら
１
７
０
人

近
く
と
な
っ
て
い
る
。

　
情
報
で
は
来
年
度
、
国
も
小
学

生
の
給
食
費
を
無
償
化
す
る
か
も
、

ら
結
構
だ
が
、
町
が
自
分
で
首
を

絞
め
る
必
要
は
な
い
。

　
令
和
６
年
作
成
の
財
政
運
営
指

針
が
十
分
に
本
年
度
当
初
予
算
に

生
か
さ
れ
て
い
な
い
。
今
後
ど
う

す
る
か
。

答弁
財
政
運
営
指
針
は
策
定
し

た
翌
年
度
か
ら
即
効
果
が

現
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
今
後
も

効
率
的
な
財
政
運
営
に
向
け
対
応

し
て
行
く
。

質問
経
常
収
支
比
率
１
０
０
が

目
前
。
強
い
て
提
案
す
る

な
ら
『
支
出
関
係
の
監
理
官
』
を

置
い
て
は
ど
う
か
。

　
町
長
に
具
体
策
は
あ
る
か
。

答弁
管
理
官
ま
で
は
思
い
が

至
っ
て
い
な
い
。

　
例
え
ば
公
共
施
設
の
町
民
ア
ン

ケ
ー
ト
実
施
、
財
政
運
営
指
針
も

作
り
、
料
金
値
上
げ
も
必
要
。
観

光
関
連
で
新
た
な
財
源
へ
の
取
り

組
み
も
進
め
た
い
。

　
財
政
状
況
を
踏
ま
え
町
政
運
営

を
進
め
る
。

Q
洋
式
ト
イ
レ
を

二
居
パ
ー
キ
ン
グ
に

〝
要
望
書
〟
で
働
き
か

け
る

A

医
療
費
も
そ
う
な
る
の
か
と
。

質問
「
日
本
は
こ
の
路
線
で
い

く
ん
だ
」
と
国
が
や
る
な
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令
和
６
年
度
決
算

閉
会
中
常
任
委
員
会

決
算
審
査

決
算
へ
の
監
査
意
見

一
般
会
計
補
正
予
算

開
会
中
常
任
委
員
会

一
般
質
問

議
員
全
員
協
議
会


